
 

  

「Ris

trun

 信

この

情報

 

倫理審

研究課

所属(診

研究責

研究実

研究の

対象と

利用す

検体 

研究方

共同研

問い合

 

【既存

要は

 

 

当院

必

学

通

sser0、思春期

nk rotation の

州大学医学

の研究は、「人

報を公開する

審査承認番号

課題名 

診療科等) 

責任者(職名

実施期間 

の意義、目的

となる患者さ

する診療記

方法 

研究機関名 

合わせ先 

存の診療記

はありません

院外へ患者様

必要な情報の

学術雑誌など

通院中また
当科

期特発性側弯

の変化」 に関

学部医倫理委

人を対象とす

ることが必要と

号 4428

Risse

椎長

整形

) 高橋

倫理

的 
背骨

背骨

ん 
2007

性側

録／
診断

過去

診療

本研

氏名

電話

録、検査結果

ん。 

様を直接特定

のみを集計し

どで発表しま

信州大
たは過去に
科における

弯症に対する

関する臨床研

委員会の審査

する医学系研

とされていま

8 

er0、思春期

長と Angle of t

形外科 

橋淳 信州大学

理委員会承認

骨の手術後の

骨の手術を行

7 年 3 月 1

側弯症につい

断名、年齢、性

去の診療記録

療記録との関

研究は、信州大

（所属・職名

話：026337265

果】を研究、

定できる個人

します。研究

すが、患者様

大学医学部
に通院・入

る臨床研究

る後方矯正

研究を実施し

査による医学

研究に関する

ます。 

特発性側弯

trunk rotatio

学整形外科

認日～2024 年

の背骨の成長

行う時期を決定

日から 2015

いて医療を受

性別、身体所

録より上記の

係性の有無

大学のみで実

名）：大場悠己

59 

調査、集計し

人情報がでる

究成果は今後

様を特定でき

部附属病院
入院された
究にご協力

固定術後 2

ています。

学部長の承認

る倫理指針」の

弯症に対する

on の変化 

准教授 

年 7 月 1 日

長幅を明らか

定することに

5 年 7 月 30

けられた方

所見、X 線など

内容を収集

無について検

実施されます

己  信州大学

しますので、

ることはありま

後の医学の発

きる個人情報

院 整形外
た患者様ま
力をお願い

 201

年間の脊椎

認を得て実施

の規定により

後方矯正固

かにすることを

に貢献すると考

0 日の期間に

ど 

し、手術後の

討します。 

す。 

学整形外科 

【新たな診察

ません。 

発展に役立つ

報は利用しま

外科に 
またはご家
いいたしま

19 年 8 月 7

椎長と Angle o

施しています。

り、研究内容

固定術後 2 年

を目的とした

考えられます

に当院で思春

の背骨の成長

医員 

察や検査】の

つように学会

ません。 

家族の方へ
ます。 

 

日 

of 

。 

容の

年間の脊

研究で、

す。 

春期特発

長と各種

の必

会や

へ 
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